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繊維・ファッション産業の
目指すべき姿

 「佐藤繊維」のように、独自の強みを発揮する企業もあるものの、日本の繊維業界を取り巻く
環境は非常に厳しい。激化する国際競争を勝ち抜くためには、何をすべきか。「今後の繊維・
ファッション産業のあり方に関する研究会」は今後の目指すべき５つの方向性を取りまとめた。

～国際競争の時代を勝ち抜く～

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

世
界
に
た
っ
た
一
つ
だ
け
の

糸
を
紡
ぐ

　
“
自
分
た
ち
し
か
つ
く
れ
な
い
も

の
を
つ
く
る
。”
そ
の
信
念
と
情
熱

で
、
佐
藤
繊
維
の
新
し
い
歴
史
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
厳
選
し
た
素
材

を
使
い
、
独
自
に
編
み
出
し
た
技

術
で
誰
も
が
作
れ
な
い
糸
を
紡
ぐ
。

常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
、
あ

く
ま
で
自
分
た
ち
の
作
り
た
い
も

の
を
作
る
。
そ
の
想
い
を
形
に
す

る
た
め
、
佐
藤
繊
維
独
自
の
技
術

を
編
み
出
し
た
。

　

佐
藤
繊
維
で
使
わ
れ
る
機
械
は

決
し
て
最
新
の
も
の
で
は
な
い
。

創
業
以
来
使
用
し
て
い
る
古
い
紡

績
機
を
駆
使
し
改
良
。
和
紙
の
芯

に
柔
ら
か
い
糸
を
巻
き
付
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
綿
本
来
の
軽
く
て

柔
ら
か
な
風
合
い
を
保
ち
な
が
ら
、

加
工
に
必
要
な
強
さ
を
も
っ
た
糸

を
紡
ぐ
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
“
従
来
の
使
い
方
で
は
な
い
使
い

方
、
発
想
を
変
え
る
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
” 

と
佐
藤
社
長
。
量
産
型
の

効
率
的
な
機
械
を
重
視
す
る
の
で

は
な
く
、
大
量
生
産
に
は
向
か
な

い
が
、
古
い
機
械
の
方
が
も
の
作

り
に
優
し
か
っ
た
り
す
る
の
だ
と

い
う
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
使
う

と
昔
に
戻
る
だ
け
。
古
き
モ
ノ
と

新
し
き
モ
ノ
の
良
さ
を
使
い
併
せ

る
。
そ
し
て
使
い
方
を
ア
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
技
術
が

生
ま
れ
た
の
だ
。

世
界
に
通
用
す
る

ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て

　

佐
藤
社
長
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、

新
し
い
素
材
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、

製
品
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
徹
底
的
に

こ
だ
わ
る
。
さ
ら
に
、
独
自
の
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
多
面
的
な
販

売
を
展
開
し
、
世
界
に
通
用
す
る

ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
。
誰
も
が
作

れ
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
製
品
を

届
け
る
た
め
に
は
、
製
造
だ
け
で

は
な
く
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
が
必
要
だ
と
い
う
。

　

２
０
０
１
年
に
は
自
社
ブ
ラ
ン

ド
「
M
＆
K
Y
O
K
O
」
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
へ
進
出
。
２
０
０
７
年

に
は
東
京
代
官
山
「
n
o
t
r
e 

e
s
c
a
l
i
e
r
」
を
開
店
し
、

さ
ら
に
、
世
界
最
高
峰
の
糸
展
示

会
「
ピ
ッ
テ
ィ
・
フ
ィ
ラ
ー
テ
ィ
」

に
出
展
し
、
世
界
の
名
だ
た
る
ブ

ラ
ン
ド
か
ら
の
注
目
を
集
め
た
。

糸
を
主
役
に

　

一
貫
生
産
の
強
み
を
活
か
し
、

た
だ
単
に
大
量
生
産
を
行
い
価
格

競
争
を
す
る
の
で
は
な
く
、
多
品

種
少
量
の
高
級
品
に
特
化
し
た
佐

藤
繊
維
。
こ
れ
か
ら
の
夢
を
聞
か

れ
“
糸
を
主
役
に
し
た
い
”
と
佐

藤
社
長
は
語
る
。
糸
は
紀
元
前
八

千
年
以
上
も
前
か
ら
使
わ
れ
て
い

た
も
の
の
、
セ
ー
タ
ー
を
作
る
た

め
の
原
材
料
や
手
芸
を
す
る
た
め

の
材
料
で
し
か
な
く
、
常
に
脇
役

だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　

佐
藤
社
長
の
糸
に
か
け
る
想
い

と
既
成
概
念
を
覆
す
技
術
は
、
糸

の
新
し
い
歴
史
を
切
り
拓
い
た
。

　

糸
か
ら
始
ま
っ
た
一
つ
の
ス
ト

ー
リ
ー
。
佐
藤
社
長
の
糸
に
か
け

る
情
熱
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
ら
な
い
。

繊維産業の製造品出荷額の
推移と日本経済に占める比率

（単位：100万ドル）
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日本は、輸出の割合
が極端に低い

● 

佐
藤
繊
維
株
式
会
社

● 

n
o
t
r
e 

e
s
c
a
l
i
e
r

　
（
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
）

● 今後の繊維・ファッション産業のあり方に関する研究会

Special        Report

● 内需依存からの脱却・外需の取り込み

● コスト競争からの脱却、感性をビジネスへ

● 個別から連携・統合へ

今後の目指すべき5 つの方向性

素材生産のアジア諸国への移転や、最終製品
の輸入拡大、製品単価の減少など、国際競争が
激化する中で、我が国繊維産業の製品出荷額
はピーク時に比べ、１／３程度まで減少。

繊維産業を取り巻く厳しい状況
①出荷額がピーク時の約１／３に

2008 年秋以降、生産レベルがさらに２割ほど
減少。販売価格の下落や生産拠点の海外移転
に一層の拍車がかかっている。

②リーマンショック後、生産が急減

各国のアパレル輸出入額

（出所）繊維ハンドブック２００９

写
真
提
供
：
ロ
イ
タ
ー
／
ア
フ
ロ

オバマ米大統領夫人。大統領
就任式とノーベル平和賞受
賞式典に着用したカーディ
ガンの糸が佐藤繊維の製品

● トップレベルの技術を幅広い分野に

● 社会のニーズを付加価値に変える

（注）国民経済計算確報（内閣府）１９８０、１９９６年に
基準改定が存在。工業統計（経済産業省）
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商務流通グループ　商務課　課長補佐　比良井　慎司

軽油取引がスタート
～商品先物市場の活性化～

●
商
品
先
物
取
引
と
は

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
石
油
、
貴
金

属
、
ゴ
ム
な
ど
は
、
価
格
が
常
に
変
動
す
る
。

た
と
え
ば
原
油
価
格
の
乱
高
下
は
、
企
業
収
益

や
生
活
全
般
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
商
品

先
物
取
引
は
、
価
格
変
動
リ
ス
ク
の
回
避
に
役

立
つ
。
商
品
取
引
所
を
通
じ
、
将
来
の
一
定
期

日
に
一
定
の
商
品
を
売
買
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
そ
の
価
格
を
現
時
点
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
。 

●
国
内
商
品
取
引
所
の

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
は
低
下

　

世
界
の
商
品
取
引
所
の
出
来
高
は
最
近
５
年

間
で
約
３
倍
に
増
え
た
が
、
日
本
で
は
約
１
／

４
に
減
っ
た
。
東
京
工
業
品
取
引
所
は

2
0
0
4
年
に
は
第
３
位
だ
っ
た
が
、

2
0
0
9
年
に
は
第
11
位
に
下
が
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
、
中
国
で
は
上
海
期
貨
交
易
所
が
世
界

第
１
位
（
前
年
は
第
３
位
）、
大
連
が
第
２
位
、

鄭
州
が
第
４
位
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
商
品
取
引
所
は
順
位
を
下
げ
た
が
出
来
高
は

伸
び
て
い
る
。

●
活
性
化
で
き
る
か
、
国
内
商
品
市
場

CLICK!

●  

グ
ロ
ー
バ
ル
な
工
業
品
先
物
市
場
を

     

実
現
す
る
10
の
ア
ク
シ
ョ
ン　

● 

軽
油
先
物
取
引
再
開
の
認
可

    

～
石
油
市
場
の
活
性
化
に
向
け
て
～ 

　

今
年
2
月
、
経
済
産
業
省
商
務
課
は
商
品
市

場
を
活
性
化
す
る
た
め
の
戦
略
を
発
表
し
た
。

「
2
0
1
0
年
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
工
業
品
先
物

市
場
を
実
現
す
る
10
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」
だ
。

10
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、こ
う
だ
。

①
参
加
者
層
の
拡
大
の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
②
24
時
間
取
引
の
実
現
な
ど
取
引
所
へ
の

ア
ク
セ
ス
改
善
、
③
投
資
家
の
リ
ス
ク
管
理
意

識
の
高
ま
り
に
応
え
る
行
政
と
商
品
取
引
員
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、④
証
券
市
場
等
と
の
連
携
、

⑤
取
引
の
決
済
を
担
う
清
算
機
関
の
機
能
強
化

だ
。
事
業
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
市
場
の
提

供
及
び
投
資
家
に
と
っ
て
身
近
な
証
券
市
場
と

の
連
携
に
特
に
力
を
注
ぐ
。

●
軽
油
取
引
の
再
上
場

　

５
月
６
日
に
、
東
京
工
業
品
取
引
所
で
は
軽

油
の
先
物
取
引
が
再
開
す
る
。
こ
れ
は
石
油
業

界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
だ
。
従
来
、
石
油

元
売
り
は
、
原
油
価
格
に
基
づ
き
、
石
油
製
品

（
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
）
の
卸
価
格
を
決
め
て

い
た
。
し
か
し
、
平
成
20
年
に
は
原
油
価
格
が

乱
高
下
し
、
個
々
の
石
油
製
品
の
需
給
を
反
映

し
た
公
正
で
透
明
な
価
格
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
た
。
そ
の
結
果
、
石
油
元
売
大
手
は
卸
値
を

製
品
の
市
場
価
格（
例
と
し
て
取
引
所
の
価
格
）

に
連
動
す
る
方
式
に
変
更
し
た
。
軽
油
の
再
上

場
に
よ
り
取
引
所
の
価
格
が
役
に
立
つ
と
期
待

さ
れ
る
。

●
証
券
市
場
と
の
連
携

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
商
品
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ

る
E
T
F
（
上
場
投
資
信
託
）
を
通
じ
商
品
市

場
が
活
性
化
し
た
。
日
本
で
は
本
年
2
月
に
初

め
て
商
品
取
引
所
の
商
品
（
貴
金
属
）
に
投
資

す
る
投
資
信
託
や
E
T
F
が
設
定
さ
れ
た
。
投

資
家
に
と
っ
て
商
品
市
場
が
証
券
市
場
と
同
じ

く
ら
い
身
近
な
存
在
と
な
る
第
一
歩
に
な
る
と

期
待
さ
れ
る
。

●
日
経
・
東
工
取
商
品
指
数
の
上
場

　

日
経
・
東
工
取
商
品
指
数
（
愛
称
：

T
O
C
O
M　

N
E
X
T 

）
が
3
月
23
日
に

上
場
さ
れ
た
。
取
引
の
決
済
期
限
が
事
実
上
な

く
、
手
軽
に
長
期
保
有
が
可
能
で
、
資
産
運
用

に
向
い
て
い
る
点
が
魅
力
だ
。

商品取引所の出来高は 5 年間に世界全体では約３倍に増加したが、日本全体では約 1/4 に減少。
東京工業品取引所の順位もかつての第３位から第１１位に後退。

世界全 体の商品 先
物取引の出来高は、
過去５年間で３倍。
日本は１／４に減少。

出典：ＦＩＡ

	順位	 　　　取引所名                出来高（百万枚）
	1	 ニューヨーク商業取引所	 133.2
	2	 大連商品取引所	 88.0
	3	 東京工業品取引所	 74.5
	4	 シカゴ商品取引所	 68.8
	5	 ロンドン金属取引所	 67.2
	6	 上海先物取引所	 40.6
	7	 ロンドン国際石油取引所	 35.5
	8	 中部商品取引所	 33.2
	9	 東京穀物取引所	 25.7
10	 ニューヨーク商品取引所	 20.6

2004年
	順位	 　　　　　　取引所名　　　　　                	出来高（百万枚）
	1	 上海期貨交易所（SHFE　中国 ) 	 434.9	
	2	 大連商品交易所（DCE　中国） 	 416.8	
	3	 ニューヨーク商業取引所（NYMEX)	 362.4	
	4	 鄭州商品交易所（ZCE　中国 )　 	 227.1	
	5	 ICE FUTURES, UK	 164.7	
	6	 インド・マルチ商品取引所（MCX) 	 160.5	
	7	 シカゴ商品取引所（CBOT） 	 136.2	
	8	 ロンドン金属取引所（LME) 	 106.5	
	9	 ICE FUTURES U.S.   	 39.0
10	 ナショナル商品デリバティブ取引所（インド　ムンバイ）	 30.0
11	 東京工業品取引所（TOCOM) 	 28.9

2009年
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貿易経済協力局　貿易管理部　安全保障貿易検査官室

その輸出！その技術！
ちょっと待った！

●
あ
な
た
の
会
社
や
大
学
は
ど
ち
ら
に
該

当
し
ま
す
か
？

①
新
興
国
、
開
発
途
上
国
へ
の

　

輸
出
ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
ん
で
あ
る
。

［
a
］
必
要
な
許
可
を
取
得
し
て
輸
出

［
b
］
許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

       

認
識
せ
ず
に
輸
出

②
外
国
の
共
同
研
究
先
か
ら
図
面
デ
ー
タ
の

　

送
付
依
頼
を
受
け
た
。

［
a
］
必
要
な
許
可
を
取
得
し
て
送
信

［
b
］
許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

　
　

  

認
識
せ
ず
に
送
信

●
許
可
を
取
ら
な
く
て
大
丈
夫
で
す
か
？

　
［
b
］
の
よ
う
な
対
応
を
続
け
て
い
る
と
外

国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
外
為
法
）
違
反
に

問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
外
為
法
は
、

た
と
え
民
生
用
途
で
も
、
規
制
対
象
貨
物
の
輸

出
や
技
術
提
供
の
際
、
許
可
を
取
得
し
て
か
ら

行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。

●
安
全
保
障
貿
易
管
理
は
国
際
的
な
要
請

　

こ
う
し
た
取
組
は
「
安
全
保
障
貿
易
管
理
」

と
呼
ば
れ
、
武
器
や
軍
事
転
用
可
能
な
工
作
機

械
や
先
端
材
料
な
ど
が
、
大
量
破
壊
兵
器
を
開

発
し
て
い
る
国
な
ど
に
渡
る
こ
と
を
防
ぐ
た

CLICK!
　

 

輸
出
者
等
遵
守
基
準
説
明
会
、

　

 

輸
出
者
等
遵
守
基
準
な
ど
の

　

 

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
か
ら

    「
安
全
保
障
貿
易
管
理
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

め
、
国
際
的
な
枠
組
み
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
ミ
サ
イ
ル
運
搬
等
に
転
用
が
可
能

な
大
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
不
正
輸
出
に
つ
い

て
の
報
道
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぎ
、
組
織
と
し
て
行
う
輸

出
や
技
術
提
供
に
伴
う
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た

め
に
も
、「
輸
出
者
等
遵
守
基
準
」
に
則
っ
た

自
主
管
理
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
輸
出
者
等
遵
守
基
準
と
は
？

　

平
成
22
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
、
輸
出
や
技

術
提
供
を
継
続
的
に
行
う
方
が
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
基
準
で
す
（
図
１
参
照
）。
規
制
対

象
貨
物
・
技
術
か
ど
う
か
確
認
す
る
責
任
者
の

選
任
や
用
途
・
需
要
者
を
確
認
す
る
手
続
明
確

化
な
ど
、
必
要
最
小
限
の
事
項
を
規
定
し
て
い

ま
す
。

●
輸
出
管
理
内
部
規
程
：
さ
ら
に
進
ん
だ

自
主
管
理
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

　

経
済
産
業
省
は
、
輸
出
者
等
遵
守
基
準
に
も

対
応
し
た
自
主
管
理
を
支
援
す
る
た
め
、「
輸

出
管
理
内
部
規
程
」
の
策
定
・
届
出
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
違
反
の
未
然
防
止
を
目

的
に
、
輸
出
者
等
遵
守
基
準
よ
り
も
厳
格
な
自

主
管
理
を
行
う
た
め
に
輸
出
者
等
が
任
意
で
策

定
・
届
出
す
る
も
の
で
す
（
図
２
参
照
）。
自

主
管
理
体
制
が
整
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
れ

ば
、
包
括
許
可
制
度
（
許
可
を
一
件
ご
と
に
取

得
す
る
こ
と
な
く
、
一
定
の
範
囲
に
つ
い
て
包

括
的
に
取
得
で
き
る
制
度
。）
な
ど
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
今
こ
そ
適
切
な
自
主
管
理
体
制
の
整
備
を
！

　

国
際
的
な
平
和
や
安
全
の
維
持
を
妨
げ
る
お

そ
れ
の
あ
る
技
術
提
供
や
輸
出
と
な
る
も
の
を

事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
懸
念
の
あ
る
行
為
を
行

わ
な
い
こ
と
。
そ
れ
は
、
皆
さ
ん
と
皆
さ
ん
の

家
族
や
友
人
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
会
社
、
大
学
、
日
本
、
世
界
の
た
め
に
一

人
一
人
の
意
識
と
行
動
に
よ
っ
て
成
立
す
る
取

組
で
す
。
自
主
管
理
体
制
構
築
に
向
け
た
「
輸

出
者
等
遵
守
基
準
説
明
会
」
へ
の
参
加
や
中
小

企
業
向
け
支
援
事
業
「
安
全
保
障
貿
易
自
主
管

理
促
進
事
業
委
託
事
業
」
の
活
用
な
ど
を
通
じ

て
、
代
表
者
、
管
理
職
、
担
当
者
が
一
丸
と
な

っ
て
、
適
切
な
自
主
管
理
体
制
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

( 図２) 輸出管理内
部規程（ＣＰ）整
備の効果

（図１）輸出者等遵守基準の概要

違法輸出の要因の回避

Ⅱ リスト規制品の輸出等を行うに当たって遵守する基準

①　組織の代表者を輸出管理の責任者とすること。 
②　組織内の輸出管理体制（業務分担・責任関係）を定めること。 
③　該非確認に係る手続を定めること。 
④　リスト規制品の輸出等に当たり用途確認、需要者確認を行う
　　手続を定め、手続に従って確認を行うこと。 
⑤　出荷時に、該非を確認した貨物等と一致しているか確認を行うこと。 
⑥　輸出管理の監査手続を定め、実施するよう努めること。 
⑦　輸出管理の責任者及び従事者に研修を行うよう努めること。
⑧　輸出等関連文書を適切な期間保存するよう努めること。
⑨　法令違反したとき及び法令違反したおそれがあるときは、
　　速やかに経済産業大臣に報告し、 その再発防止のために
　　必要な措置を講ずること。

※ 経済産業大臣は、基準に従い指導や助言、違反があった際には勧告・命
令を行うことができます（命令に違反した場合のみ罰則の対象となります）。

※　許可例外の輸出等のみを行う者は、⑨のみの適用となります。

Ⅰ 輸出等を行うに当たって遵守する基準

①　輸出等を行う貨物等がリスト規制品に該当する
　　か否かを確認する責任者を定めること。
②　輸出等の業務に従事する者に対し、最新の法令の
　　周知、その他関係法令の規定を遵守させるための
　　必要な指導を行うこと。

Ⅰすべての輸出者等が遵守する基準

Ⅱ 特定重要貨物等（リスト規制貨物・技術）
を扱う場合に遵守する基準

● 

Ａ 体制
①輸出管理体制
　（業務分担、
　委任範囲の明確化）

Ｂ 手続
②取引審査
　（該非判定を含む）
③出荷管理

Ｃ 維持管理
④監査
⑤教育（研修）
⑥資料管理
⑦子会社等の指導
⑧報告及び
　再発防止

輸出管理内部規程は、輸出者等内部の輸出・技術提供手続を、体制、手続及び維持管理の３方向からサポートし、
輸出管理において発生が想定される様々なリスクを回避するために有効なツールです。

a)貨物等の審査
　　（該非判定）

b)顧客・用途の
　 審査 c)出荷管理

参照すべき
規制リストの誤り

顧客・用途の審査に
関する不適切な判断

許可条件等の
未遵守

出荷管理の誤り法令の解釈の誤りプログラムの
判定の見落とし 【実際の輸出手続】

ⅰ）責任体制の整備・明確化 輸出管理上
のリスク

輸　

出

ⅱ）手続を内部に周知・徹底   ⅲ）違反防止及び早期発見、再発防止

ＣＰの基本的事項
(外為法等遵守事項)
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会
社
の
特
徴

 　

少
数
精
鋭
・
少
設
備
、
普
通
の
人
が
普

通
の
機
械
で
世
界
最
小
・
世
界
初
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
を
製
作
す
る
た
め
の
金
型

づ
く
り
や
成
型
加
工
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
社
内
の
大
改
革
を
し
、

世
界
屈
指
の
技
術
の
会
社
を
目
指
し
微
細
・

高
精
度
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

匠
で
は
な
く
技
術
で
も
の
を
つ
く
る

　
「
匠
と
は
、
も
の
づ
く
り
に
於
い
て
測

る
事
が
出
来
な
い
も
の
を
つ
く
る
人
を
言

う
。」
と
、
か
い
わ
の
山
添
社
長
は
言
い

ま
す
。

　

か
い
わ
は
、
匠
や
職
人
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
は
な
く
「
技
術
」
で
も
の
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。

　

天
平
時
代
の
神
社
・
仏
閣
や
工
芸
品
を

つ
く
っ
た
宮
大
工
、
工
芸
士
は
本
当
の

「
匠
」
で
し
た
。
自
然
に
感
謝
し
自
然
を

生
か
し
、
今
の
人
達
に
は
出
来
な
い
も
の

を
つ
く
っ
て
い
た
先
人
達
。
現
代
の
も
の

づ
く
り
に
於
い
て
も
、
自
然
・
物
理
・
化

学
を
無
視
し
た
も
の
づ
く
り
は
成
り
立
た

な
い
の
で
す
。

　

も
の
づ
く
り
は
、
正
し
い
原
理
原
則

を
知
る
こ
と
と
創
意
工
夫
に
尽
き
、
こ

れ
を
極
め
る
と
金
型
も
成
形
も
シ
ン
プ

ル
に
な
り
ま
す
。
シ
ン
プ
ル
に
な
る
と

不
良
品
が
無
く
な
り
、
シ
ン
プ
ル
を
極

め
る
と
芸
術
に
な
り
ま
す
。
芸
術
品
を

目
指
し
て
い
な
く
て
も
、
金
型
も
製
品

も
美
し
く
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
経
済
産

業
大
臣
賞
受
賞
に
あ
た
っ
て
も
、「
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
し
て
他
社
よ
り

チ
ョ
ッ
ト
努
力
し
て
い
る
だ
け
。
た
だ
、

常
に
難
易
度
の
高
い
仕
事
を
積
極
的
に
受

注
し
、
自
分
達
で
も
世
界
一
の
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
物
事
の
本
質
を

知
る
事
が
、
も
の
づ
く
り
の
一
番
大
切
な

こ
と
な
の
で
す
。」
と
。

世
界
一
小
さ
い
ク
ワ
ガ
タ
を
完
成
！

　

入
社
2
年
半
の
女
性
社
員
と
入
社
1
年

10
ヶ
月
の
男
性
社
員
が
、
ゴ
マ
粒
よ
り
小

さ
い
世
界
最
小
の
ク
ワ
ガ
タ
フ
ィ
ギ
ュ
ア

を
作
り
ま
し
た
。
な
ぜ
金
型
の
素
人
が
世

界
一
小
さ
い
ク
ワ
ガ
タ
を
作
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
理
由
は
簡
単
。
余
計
な
知
識
が

無
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

技
術
者
は
プ
ロ
に
な
る
ほ
ど
臆
病
に
な

っ
て
し
ま
い
、
自
分
で
技
術
の
限
界
を
つ

● 

株
式
会
社
か
い
わ

住所　　　山梨県上野原市上野原３７９６
事業内容　超精密プラスチック金型設計製作及び成形加工
設立　　　1968 年 4 月

世界一の技術にチャレンジ
株式会社かいわ

関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
製
造
産
業
課

 

T
E
L
:
0
4
8
（
6
0
0
）
0
3
1
1

く
り
、
そ
の
限
界
を
超
え
た
も
の
は
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
発
想
か
ら
の
も
の
づ
く
り
に

な
っ
て
し
ま
う
。
知
識
の
無
い
も
の
は
作

る
た
め
の
知
識
を
貪
欲
に
得
よ
う
と
す
る
。

大
事
な
の
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
。
も

の
づ
く
り
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
よ
り
、
ま
ず
気

持
ち
あ
り
き
な
の
で
す
。

今
後
の
夢

　

世
界
一
の
金
型
・
成
形
技
術
を
目
標
に
、

常
に
世
界
一
の
も
の
づ
く
り
を
続
け
て
い

く
こ
と
。
そ
し
て
、
同
業
他
社
へ
も
の
づ

く
り
の
技
術
や
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

穴を開けるためには　50 μのピンを 0.1
間隔につくります。ピンとピンの極薄部に
樹脂が綺麗に流れるか、また樹脂を流した
後に綺麗に抜けるかが難しい所です。

作った社員の網野さん。加工も最高に難しい
のですが、デザインが一番難しいとのこと。

　この技術がすごい！匠の技

お問い合わせ先

入社 2 年半の女性社員と入社 1 年と１０ヶ月の男性
社員がつくりました。ゴマより若干小さいクワガタ
は、触角が透けて黒の着色剤の粒粒が透けて見える
程です。

金型としてつくるには通常の加工方法ではつくれな
い為、新たな秘密の技術？を考え出しつくりました。
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天
然
の
木
を
縫
っ
て
鞄
が
作
り
た
い

　

そ
ん
な
夢
を
実
現
さ
せ
た
の
が
ゼ
ロ
ワ

ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
の
樋
口
社
長
。
同
社
は
、

天
然
木
素
材
の
開
発
と
販
売
、
天
然
木
を

使
っ
た
雑
貨
や
バ
ッ
グ
の
製
造
、
販
売
を

行
う
役
職
員
5
人
、
年
商
1
億
円
の
小
さ

な
企
業
で
あ
る
。
樋
口
社
長
が
日
頃
使
う

鞄
は
3
年
前
に
夢
を
叶
え
た
作
品
第
一
号
。

樋
口
社
長
の
ア
イ
デ
ア
と
職
人
の
技
術
が

結
集
し
た
鞄
は
、
天
然
の
黒
檀
が
経
年
で

い
い
風
合
い
を
醸
し
出
す
。

　

使
わ
れ
て
い
る
天
然
木
自
在
シ
ー
ト

「
T
e
n
n
a
g
e
」
は
、
2
0
0
4
年
、

樋
口
社
長
が
中
小
企
業
家
同
友
会
の
仲
間

と
共
同
で
龍
谷
大
学
に
研
究
室
を
借
り
、

大
柳
教
授
の
指
導
を
受
け
開
発
。
日
米
で

商
標
登
録
し
同
大
学
で
産
官
学
連
携
の
特

許
第
一
号
に
。
大
き
な
特
徴
は
縫
製
で
き

る
点
。
通
常
、
天
然
木
は
温
度
や
湿
度
の

変
化
で
伸
縮
す
る
が
、
木
と
木
の
繊
維
の

間
に
樹
脂
を
含
浸
さ
せ
て
お
り
簡
単
に
割

れ
な
い
。
寸
法
安
定
性
が
求
め
ら
れ
る
工

業
製
品
に
も
対
応
可
能
で
、
携
帯
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
、
照
明
等
の
素
材
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
る
。

職
人
た
ち
の
能
力
と
プ
ラ
イ
ド
で

世
界
初
の
木
織
物
が
誕
生
！ 

　
「
T
e
n
n
a
g
e
」
を
三
次
元
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
も
の
に
と
い
う
発
想
か
ら

生
ま
れ
た
の
が
天
然
木
京
織
物
「
木
織
テ

ナ
ー
ジ
ュ
」。
そ
こ
に
は
、
多
く
の
職
人
技

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
東
洋
突
板

工
芸
㈱
の
大
関
さ
ん
に
、
世
界
中
の
約
60

種
類
の
木
か
ら
樋
口
社
長
が
商
品
イ
メ
ー

ジ
に
合
わ
せ
て
発
注
。
不
織
布
に
連
続
し

て
い
な
い
木
を
繋
ぎ
、
樹
脂
を
含
浸
さ
せ

て
「
T
e
n
n
a
g
e
」
と
な
る
。
完
成

し
た
ロ
ー
ル
状
の
物
が
マ
ル
サ
ク
㈱
の
山

本
さ
ん
の
元
に
届
き
、
2
ミ
リ
幅
の

4
0
0
本
に
切
ら
れ
る
。
木
が
持
つ
癖
、

厚
み
で
切
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
織
担

当
の
㈱
立
野
矢
の
立
野
さ
ん
は
、
か
つ
て

木
で
織
物
を
作
る
こ
と
に
挑
戦
し
、
一
度

は
断
念
し
た
。「
T
e
n
n
a
g
e
」
を
見

せ
ら
れ
、「
こ
れ
な
ら
で
き
る
」
と
答
え
た
。

山
松
織
物
の
山
松
さ
ん
は
「
最
初
は
織
る

時
に
4
0
0
本
の
縦
糸
が
ず
れ
て
木
目
に

な
ら
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
今
も
、

1
本
織
る
た
び
に
繋
ぎ
直
し
ね
じ
れ
な
い

よ
う
揃
え
、
側
面
に
糸
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
織
る
間
は
見
張
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
現
在
、
工
業
用
で
は
自
動
車
メ
ー
カ

ー
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
多
い
。
鞄
に
も
た

く
さ
ん
引
き
合
い
が
き
て
お
り
、
最
近
構

え
た
東
京
事
務
所
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
整

え
、
そ
こ
で
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
に
対
応

す
る
。
夢
は
天
然
木
を
使
っ
た
世
界
に
通

用
す
る
鞄
の
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
こ
と
。
海

● 

ゼ
ロ
ワ
ン
プ
ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社

● 

近
畿
経
済
産
業
局
の
も
の
づ
く
り

　

 

日
本
大
賞
受
賞
者
紹
介
ペ
ー
ジ

住所　　　大阪市天王寺区上汐３－６－１４　末広ビル
事業内容　天然木織物及び雑貨の製造・販売
設立　　　1998 年 2 月13 日

木がパソコンや
鞄に変身！
ゼロワンプロダクツ株式会社

近
畿
経
済
産
業
局
産
業
部
製
造
産
業
課　

 

T
E
L
:
0
6
（
6
9
6
6
）
6
0
2
2　

外
の
展
示
会
で
、
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
マ
ジ
ッ

ク
と
言
わ
れ
た
「
木
織
テ
ナ
ー
ジ
ュ
」。
今

後
は
、
金
糸
を
織
り
込
ん
だ
り
、
上
に
ゼ

ブ
ラ
模
様
を
ペ
イ
ン
ト
し
た
り
と
ま
だ
ま

だ
新
た
な
展
開
を
予
感
さ
せ
る
。

木を縫う！

木目を正確に再現した織物製品

熱く夢を語る樋口社長

　この技術がすごい！匠の技

お問い合わせ先

 

木の断面

 

 
 

  

↓
水分が応力集中を緩和する

↓

高分子が水の代わりに
応力集中を緩和する

生木･･･導管･繊維に水分を含む

乾燥木･･･導管･繊維に水分を含まない

テナージュ･･･導管･繊維に高分子を含む 

 

 

 

ここに応力が集中する
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　この技術がすごい！匠の技

「
当
社
の
技
術
は
見
え
な
い
技
術

な
ん
で
す
。
金
属
に
個
性
を

与
え
る
ん
で
す
。」

　

金
属
は
同
じ
金
属
で
も
処
理
に
よ
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
特
性
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
当
社
は
、
お
客
様
か
ら
お
預
か
り
し

た
製
品
に
熱
処
理
加
工
す
る
こ
と
で
、
金

属
に
新
し
い
個
性
を
与
え
て
お
返
し
し
ま

す
。
見
た
目
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、「
見
え
ざ
る
技
術
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

３
Ｋ
を
改
善
す
る

「
マ
ル
ク
エ
ン
チ
炉
」
の
開
発

　

当
社
社
長
が
、
以
前
勤
務
し
て
い
た
会

社
で「
ソ
ル
ト
バ
ス
」の
塩
溶
剤
が
飛
散
し
、

自
身
が
火
傷
を
負
っ
た
事
が
き
っ
か
け
で

「
マ
ル
ク
エ
ン
チ
炉
」
を
開
発
に
取
り
組
み

ま
し
た
。ソ
ル
ト
バ
ス
は
、「
キ
ツ
イ
、汚
い
、

危
険
」
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
で
、
喉
は
イ
ガ
イ

ガ
感
、
肌
は
か
ゆ
み
を
感
じ
る
と
い
う
こ

と
な
ど
が
近
隣
各
所
で
起
こ
り
苦
情
が
殺

到
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
何
と
か
解
決
で
き
な

い
か
と
い
う
長
年
の
思
い
が
、
世
界
特
許

出
願
と
な
り
、
一
部
の
国
で
は
特
許
と
し

て
認
め
て
頂
い
た
「
ホ
ッ
ト
ガ
ス
シ
ス
テ

ム
」
で
す
。
そ
の
「
ホ
ッ
ト
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
、
経
済
産
業
省
の
「
戦
略
的
基

盤
技
術
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
新

型
浸
炭
マ
ル
ク
エ
ン
チ
炉
」
の
開
発
へ
と

進
み
ま
し
た
。

工
場
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

や
っ
て
き
た

　
「
見
え
ざ
る
技
術
を
見
え
る
よ
う
に
し

て
、
一
般
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
く
お
伝

え
し
た
い
。」
そ
ん
な
思
い
で
、「
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
※
に

挑
戦
し
ま
し
た
。　

　

当
社
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
金
属
で
彫

刻
を
創
る
さ
と
う
ゆ
う
じ
さ
ん
で
す
。
ど

ん
な
活
動
が
行
わ
れ
た
か
は
、
左
記
の
リ

ン
ク
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
も
の
づ
く
り
企
業
の
現

場
に
一
定
期
間
滞
在
し
、
協
働
し
な
が
ら

作
品
を
制
作
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
。

四
国
経
済
産
業
局
と
中
小
機
構
四
国
支
部

が
主
催
。

今
後
の
夢

　

熱
処
理
技
術
を
後
世
に
伝
承
し
て
い
く

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
社
有
林
へ
の
植
樹
、
地

元
西
条
市
の
水
源
保
全
な
ど
、
社
会
貢
献

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様

も
利
用
で
き
る
福
利
厚
生
を
兼
ね
た
事
業

と
し
て
、
公
共
施
設
を
利
用
し
た
女
流
美

術
館
の
開
設
、
陶
芸
教
室
の
拡
大
、
古
民

● 

株
式
会
社
谷
口
金
属
熱
処
理
工
業
所

● 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

● 

元
気
な
モ
ノ
作
り
中
小
企
業
３
０
０
社

住所　　　愛媛県西条市喜多川 853-16-1
事業内容　金属熱処理業
設立　　　1975 年 7 月

四
国
経
済
産
業
局

総
務
企
画
部
企
画
課

T
E
L
:
0
8
7
（
8
1
1
）
8
5
0
7

地
域
経
済
部
製
造
産
業
課

T
E
L
:
0
8
7
（
8
1
1
）
8
5
2
0

家
を
復
元
し
茶
道
や
華
道
の
教
育
の
場
を

設
け
る
な
ど
、
地
域
の
皆
様
に
よ
り
愛
さ

れ
る
穏
や
か
な
企
業
を
目
指
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

お問い合わせ先

②工場で語らうアーティストと社員。何を
話しているの？

見えざる技術～金属に個性を与える～

株式会社谷口金属熱処理工業所

③社屋の塀にコラボレーションの証。運送のト
ラックしか通らない道に、今日は、いろいろな
車が通っていくようだ。

④「見えざる技術が見えるようにならな
いかな。」

①新浸炭マルクエンチ炉

※写真②～④出展：アーティスト・イン・ファクトリーより
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イノベーションを産み出す
“ひと”にスポットを当て、
その最新の研究内容、技術
開発に対する思いなど、研
究者の素顔に迫ります。

高分子超薄膜技術の
ナノ絆創膏

「
世
界
中
で
使
わ
れ
る
新
し
い

医
療
材
料
を
目
指
し
て
！
」

－ナノテクノロジーの医療材料への応用－

第１０回

●  

早
稲
田
大
学 

先
進
理
工
学
部

　

 

生
命
医
科
学
科 

武
岡
研
究
室

CLICK!

　

外
科
手
術
な
ど
で
切
除
し
た
場

所
を
縫
合
す
る
際
、
糸
で
縫
合
す

る
代
わ
り
に
絆
創
膏
の
よ
う
に
し

て
貼
り
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
ナ

ノ
シ
ー
ト
と
い
う
高
分
子
超
薄
膜

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
早

稲
田
大
学
先
進
理
工
学
部
の
武
岡

真
司
先
生
（
生
命
医
科
学
科
教
授
）

に
お
話
し
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
ナ
ノ
シ
ー
ト
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
で
す
か
？

　
「
ナ
ノ
シ
ー
ト
は
、
厚
さ
が
数
10

ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
1
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
は
10
億
分
の
1
メ
ー
ト
ル
）
と

い
う
非
常
に
薄
い
高
分
子
薄
膜
の

こ
と
で
す
。
も
と
も
と
医
用
材
料

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
生
体
適

合
性
が
高
く
、
生
分
解
性
の
高
い

天
然
多
糖
類
な
ど
を
原
料
に
し
て

い
る
た
め
、
手
術
の
際
の
創
傷
被

覆
材
と
し
て
体
の
中
で
使
っ
て
も

安
全
で
す
。
ま
た
、
絆
創
膏
は
通
常
、

接
着
剤
に
よ
っ
て
貼
り
付
き
ま
す

が
、
こ
の
ナ
ノ
シ
ー
ト
は
接
着
剤

が
無
く
て
も
単
体
で
患
部
に
貼
り

早
稲
田
大
学
先
進
理
工
学
部　

生
命
医
科
学
科
教
授　

武
岡
真
司
先
生

付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
特
徴

の
１
つ
で
す
。
こ
れ
は
、
ナ
ノ
シ

ー
ト
が
非
常
に
薄
く
て
柔
ら
か
い

た
め
、
患
部
に
面
的
に
貼
り
付
き
、

一
体
化
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
さ

ら
に
、
ナ
ノ
シ
ー
ト
は
、
非
常
に

少
な
い
量
の
使
用
で
済
む
こ
と
や
、

組
織
癒
着
を
伴
わ
ず
に
患
部
を
綺

麗
に
治
す
こ
と
が
可
能
で
す
。」

―
―
開
発
す
る
上
で
の
苦
労
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た

　
「
私
は
機
能
性
高
分
子
の
研
究
を

ず
っ
と
や
っ
て
き
ま
し
て
、
化
学

者
は
え
て
し
て
新
し
い
機
能
を
付

加
す
る
た
め
分
子
を
修
飾
し
た
新

し
い
化
学
物
質
を
作
り
だ
そ
う
と

し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
医

療
用
途
材
料
を
開
発
す
る
た
め
に

は
実
用
化
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
を
高

く
し
な
い
よ
う
に
既
存
の
限
ら
れ

た
医
用
材
料
を
組
み
合
わ
せ
る
方

法
で
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
、
学
生
た
ち

と
も
知
恵
を
出
し
合
い
、
自
由
に

発
想
し
、
従
来
の
常
識
に
拘
わ
れ

な
い
と
い
う
や
り
方
が
今
回
の
成

果
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。」

　

こ
の
研
究
に
は
医
療
分
野
の
研

究
チ
ー
ム
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な

い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
企
業
と
の

連
携
に
よ
っ
て
実
用
化
に
向
け
て

ナ
ノ
シ
ー
ト
の
大
量
生
産
の
目
処

も
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
際
に
日
本
の
中
小
企
業
の
技
術

力
の
高
さ
を
再
認
識
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

―
―
今
後
の
課
題
と
展
開
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た

　
「
ナ
ノ
シ
ー
ト
は
非
常
に
薄
く
、

患
部
へ
の
貼
付
の
有
無
を
目
視
で

確
認
し
づ
ら
い
た
め
、
確
実
な
確

認
方
法
の
確
立
が
必
要
で
す
し
、
世

界
初
・
本
邦
初
の
医
療
材
料
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
製
品
の
安
全
性

や
安
定
性
、
信
頼
性
を
評
価
す
る

た
め
の
標
準
化
の
取
り
組
み
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
再

生
医
療
技
術
分
野
の
研
究
と
も
補

完
し
合
い
な
が
ら
、
医
療
材
料
と

し
て
広
く
定
着
・
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。」

　

実
用
化
に
向
け
て
、
国
内
外
か

ら
関
心
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
医

工
融
合
技
術
で
す
。

INNOVATION
ARTIST

「ロール状のナノシート」「開発したナノシート」
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ものづくり・情報・サービス産業政策

中小企業・地域経済産業政策
経済産業省中小企業庁と日本弁護士連合会の連携強化について　
～中小企業の法的課題解決支援のために～
中小企業の経営課題の中で、事業の再生や承継など法的な専門性・ノウハウを必要とする課題が高まっ
ていることを踏まえ、経済産業省と日本弁護士連合会は連携を強化して、中小企業の法的課題解決の支
援により一層取り組みます。主な取組としては、「ひまわりほっとダイヤル」を４月１日からスタート
します。（３／１９）

経済産業省では、主に中小企業を対象にインターネッ
トを活用したソフトウェア提供基盤の整備を推進し
ており、そのサービス（J-SaaS）の運用が昨年３月
より開始しました。財務会計、給与計算、税務申告
などの業務を支援する既存サービスに加えて、デー
タ管理、グループウェア、顧客商談管理などの業務
を支援し、生産性向上・経営力強化に寄与する１４
のサービスの提供を開始します。（２／２６）

J-SaaS に１４の新サービスが
追加されて、より便利に！

「サービス産業生産性協議会」では、平成１９年
度より、サービス産業のイノベーションや生産性
の向上に役立つ先進的な取組事例を表彰し広く普
及する「ハイ・サービス日本３００選」を実施中
です。このたび、選定の第９回として、介護施設、
家事代行業、ジュエリーショップ、薬局など幅広
い分野での、「生産性向上に役立つ５２の秘策」
がサービス産業生産性協議会より発表されまし
た。（３／１０）

サービス産業の生産性向上に役立つ５２の秘策
～第９回「ハイ・サービス日本３００選」選定結果について～

総務省、文部科学省及び経済産業省では、デジタル・
ネットワーク社会における出版物の利活用の推進に
向けた検討を行うため、「デジタル・ネットワーク
社会における出版物の利活用の推進に関する懇談
会」を開催します。（３／１０）

「デジタル・ネットワーク社会における
出版物の利活用の推進に関する懇談会」の開催

キッズデザイン協議会において、子ども目線に優
れた製品・サービスを顕彰する『第４回キッズデ
ザイン賞』の募集が開始されます。（３／１６）

子ども目線に優れた
製品・サービスを募集します！
～「第４回キッズデザイン賞」　
2010 年4 月1日応募受付開始～

サービス産業生産性協議会は、経済産業省と連携し、日本で初めてとなる 「ＪＣＳＩ」（日本版顧客満足度指数）
の調査結果をとりまとめ、顧客満足度の高かった企業名も含めて、公表しました。（３／１６）

サービス生産性協議会による日本版顧客満足度指数（ＪＳＣＩ）調査結果発表

経済産業政策

経済産業省は、成長戦略基本方針を踏まえ、日本産
業の今後の在り方を示す「産業構造ビジョン（仮称）」
を策定するために、産業構造審議会に新たに産業競
争力部会を設置します。「今日の日本の産業の行き
詰まりや深刻さ」を踏まえ、今後、「日本は、何で
稼ぎ、雇用していくのか」、ということについて議
論します。（２／２３）

特許、意匠、商標等の電子出願において、ＩＳＤＮ
回線を利用した電子出願を平成２２年３月３１日限
りで廃止し、同年４月１日より、インターネットを
利用した電子出願に一本化します。（３／１０）

特許出願等の電子手続における
インターネット出願への一本化について

産業構造審議会産業競争力部会
の設置について

日本企業の知的財産権侵害による中国での被害状況、及びその救済手段の利用状況等を把握することを目的
に、「中国における知的財産権侵害実態調査」を実施し、２００７年度と２００８年度における調査結果を取
りまとめましたので発表いたします。（３／２３）

２００９年度の「中国における知的財産権侵害実態調査」 エネルギー・環境政策

「エコポイントの活用によるグリーン家電普及促進事
業」については、一部制度改善を行った上で、今年
４月１日から新しい制度としてスタートします。大
きな改善内容は、申請手続きの改善、対象製品の省
エネ基準の強化（地上デジタル放送対応テレビにつ
いて）、ＬＥＤ電球等の利用促進、の３点になります。

（２／１９）

エコポイントの活用によるグリーン家電普及促進事業の改
善について（２０１０グリーン家電エコポイント制度の概要）

経済産業省は、農林水産省、環境省と連携し、「バ
イオ燃料導入に係る持続可能性基準等に関する検
討会」を開催し、バイオ燃料の導入について検討
を行いました。我が国におけるバイオ燃料の持続
可能性基準についての方向性を取りまとめました
ので、報告書を公表します。（２／２６）

「バイオ燃料導入に係る持続可能性基準
等に関する検討会」報告書について

経済産業省では、昨年１１月より平成２１年度使用
済み携帯電話回収促進事業「たんすケータイあつめ
タイ＼ (^o^) ／」を実施してまいりましたが、２
月末をもって本事業における使用済み携帯電話の回
収が終了しました。使用済み携帯電話の回収台数は、
全国で５６７，０５６台（速報値）でした。回収に
ご協力いただいた皆様に、厚くお礼申し上げます。

（３／５）

「たんすケータイあつめタイ＼(^o^)／」
における使用済み携帯電話の
回収状況等の結果発表（速報）

原子力安全・保安院は、耐震設計審査指針の改訂
に伴うもんじゅの耐震安全性評価について、専門
家の審議を経て、厳正に評価を行ってきた結果、
妥当であると判断し、評価結果を独立行政法人日
本原子力研究開発機構に対し通知するとともに、
原子力安全委員会に報告しました。（３／１５）

耐震設計審査指針の改訂に伴う
高速増殖原型炉もんじゅの
耐震安全性に係る評価について

地域社会を支える大学、産業界、自治体等が地域ぐるみで連携し、新たな社会システムの構築に向けた実証
を行うことを目的として実施したモデル事業の成果報告会を開催します。（３／１８）

「低炭素社会に向けた技術シーズ発掘・社会システム実証モデル事業」
成果報告会の開催について
～こうしてＣＯ２を減らしました！ 地域における取組事例の紹介～
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尾州産地に基盤を置く、糸・テキスタイル・ニット・染色整
理加工の各業者が、横断的に自らの技術を持ち寄って作り上
げた『尾州の春夏素材』をアピールし、ビジネスへと発展さ
せることを目的としています。トレンドに左右されないモノ
作りに挑戦するＢｉｓｈｕ　Ｓｔｙｌｅ実験室では、ビジネ
ス及びプロモーションを兼ねた２つの実験を提案するととも
に、企業間連携によるモノ作りで、尾州のニュースタイルの
展開に取り組みます。

●開催日　5 月25 日( 火) ～5 月27 日( 木)
●時　間　※開催日によって異なります。
●場　所　青山ベルコモンズ10 階（東京都港区北青山2 －14 －6）
●入場料　無料（名刺をご持参下さい。）
●主　催　尾州産地改革推進会議　展示会開催委員会
●問い合わせ先　Bishu Style 事務局（毛工連内）　
　　　　　　　　TEL：03 －3661 －7323

Bishu Style 2011 Spring＆Summer　event

今回で８２回目の開催となる本展は、来場者に新たなマテリ
アルの提案やトレンド情報を発信する展示会です。若いクリ
エーターの育成を目的とした ｢学生創作展｣ や、イタリアの
最新トレンド皮革の展示など、様々なコーナーを設けていま
す。

event 第８２回東京レザーフェア

●開催日　６月２４日（木）～２５日（金）
●時　間　９：００～１７：００（２５日は１６：３０まで）
●場　所　都立産業貿易センター台東館
●入場料　無料
●主　催　協同組合　資材連
●問い合わせ先　協同組合　資材連　
　　　　　　　　TEL：03 －3873 －6564

前回開催されたBishu Style 展示会の様子です。

●開催日　６月８日（火）～１１日（金）
●時　間　１０：００～１７：００
●場　所　東京ビッグサイト　東展示棟
●入場料　１０００円（公式サイトの事前登録で無料）
●主　催　（社）日本食品機械工業会
●問い合わせ先　FOOMA JAPAN 運営事務局　
　　　　　　　　TEL：03 －6809 －3745

FOOMA JAPAN 2010　国際食品工業展event

食品機械・装置および関連機器に関する技術ならびに情報の交
流と普及をはかり、併せて食品産業の一層の発展に寄与するこ
ととし、「食の安全・安心」に関心が高まる中、食品機械の最
先端テクノロジー、製品、サービスを通して、「食の技術が拓く、
ゆたかな未来」を提案します。

●開催日　6 月30 日（水）～7 月2 日（金）
●時　間　10：00 ～17：00
●場　所　パシフィコ横浜
●入場料　無料（登録が必要）
●主　催　（共同開催）ＳＥＭＩ、太陽光発電協会
●問い合わせ先　ＳＥＭＩジャパン　ＰＶ部／営業部
　　　　　　　　ＴＥＬ：０３－３２２２－５９０７　　

太陽光発電に関する総合イベント　PVJapan 2010 開催！event

近年急速に拡大する「太陽光発電産業」をキーワードに､ 産業
界をはじめ､ 学会 ･ 研究機関、業界団体関係者、更には太陽光
発電に関心を持つユーザー、消費者が集います。｢新エネルギー
世界展示会｣「再生可能エネルギー世界フェア」も同時開催し
ます。

●開催日　5 月26 日（水）～5 月28 日（金）
●場　所　インテックス大阪　6 号館A・B ゾーン
●入場料　無料
●主　催　（独）中小企業基盤整備機構
●問い合わせ先　中小企業総合展事務局　
　　　　　　　　TEL：06 －6946 －3234

中小企業総合展2010 in Kansaievent

経営革新等に果敢に取り組む中小企業が、自ら製造、開発した
新製品、サービス、技術等を一堂に介し展示することにより、
販路開拓、市場創出、業務提携といったビジネスマッチングを
促進することを目的として開催します。

今注目されている
植物工場も展示さ
れます。ぜひお立ち
寄りください！

●開催日　5 月8 日（土）：川砂の中の宝石探し　
　　　　　5 月15 日（土）：砂金採り教室　
●時　間　宝石探し：13：30 ～15：30
　　　　　砂金取り：9：45 ～12：30
●場　所　宝石探し：埼玉県立川の博物館講座室
　　　　　砂金採り：長瀞町野上（秩父鉄道野上駅集合）
●入場料　宝石探し：100 円、砂金採り：100 円
●主　催　埼玉県立川の博物館
●問い合わせ先　TEL：048 －581 －8733  

｢地質の日｣ イベント開催！event

「地質の日」は、私たちが住んでいる大地のことを、多くの人々
に知ってもらうための記念日です。大地の性質（地質）がわか
る様々なイベントが、日本各地の博物館などで開催されます。
詳細はこちらから。また、4 月 19 日から 5 月 10 日まで、
経済産業省本館にてロビー展を開催します。

●開催日　５月１日 ( 土) ～ ７月４日 ( 日) ：トピックス展示「三浦半島の化石」　
　　　　　５月１５日 ( 土) 自然観察会「城ヶ島の地層」　　
　　　　　５月２９日 ( 土) 自然観察会「馬堀―観音崎の地層」
●時　間　展示：９：００～１７：００、自然観察会ともに：１０：００～１５：００
●場　所　トピックス展示：横須賀市自然・人文博物館トピックス展示コーナー　　　　　　
　　　　　自然観察会「城ヶ島の地層」：城ヶ島　
　　　　　自然観察会「馬堀―観音崎の地層」：横須賀市馬堀町～観音崎
●入場料　トピックス展示：無料、自然観察会：保険料1 人５０円
●主　催　横須賀市自然・人文博物館
●問い合わせ先　TEL：０４６- ８２４- ３６８８

高い成長意欲を持ち、将
来に向けて挑戦している
中小企業の方々のため
に、マッチングの場を提
供いたします！

前回の会場の様子です。５万人以上の方が訪れました。前回１月展で開催されたレザーファッションショーの
様子です。
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に
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会
議
が
、

横
浜
で
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さ
れ
ま
す
。
各
国
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国
内
か
ら
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見
え
に
な
る
多
く
の
皆
様
を
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て
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の

心
」
で
お
迎
え
し
た
い
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

＜プロフィール＞
1946 年生まれ。ＢＭＷ東京㈱ 社長、㈱
ダイエー 会長 兼 CEO、東京日産自動
車販売㈱ 社長等、要職を歴任。2004 年
ウォールストリートジャーナル紙「注目
すべき世界の女性経営者 50 人」、2008
年米フォーチュン誌「世界ビジネス界で
最強の女性 50 人」等に選ばれ、注目さ
れる。2009 年 8 月、横浜市長に就任。
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